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祖父母の世代間調整役割に関する考察

一青年期の女子の孫を対象とした質問紙調査をもとに一

諏澤宏恵L2）
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〔論文要旨〕

　本研究では，女子の孫の認知する祖父母の世代間調整役割について検討することを目的に，両親の夫婦仲，母親

一父方祖父母（嫁一姑舅）関係と，祖父母・母親の養育態度孫の対人特性について，大学・専門学校生の女子を

対象に質問紙調査を実施した。

　その結果，父方祖母のく暖かい〉養育態度と，孫の《社交性》との関連が示された。また，両親の関係が悪い場

合も，祖母との接触が多かった孫では，母親のく暖かさ〉は，両親の仲が良い群と同程度に母親のく暖かさ〉を評

価していた。一方で，祖父の養育態度と孫の対人特性間に有意な関連はみられなかった。これらより，特に女盛と

母親の系譜上で，祖母が家族間の相互作用において重要な調整役割（mediator）を果たしていることが示唆された。
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1．はじめに

　これまで，養育態度の世代間伝達は，子どもの虐待

や育児不安といった親の態度を説明する因果モデルと

して検討され，親から受けた厳しいしつけや過保護と

いった養育特徴は，子どもの発達や人格形成に影響し，

将来の養育態度を規定することが知られている1）。

　Vermulst　2）は，　Belsky　l）のモデルをもとに，祖母一母

の養育態度の世代間伝達と孫の行動特性を検討し，祖

母の〈慣習に従う〉人格特性が，母親のネガティブな

養育態度〈厳格さ〉に影響することを明らかにした。

反面，母親のポジティブな養育態度は，〈慣習に従う〉

人格特性を基に母親の〈心理的健康〉を保ちながら孫

の行動特性に反映され，結果として，母親は従順な孫

の態度に〈愛情〉を感じることを説明した。

　このことは，親役割において検討されてきた，me－

diatorとして世代間関係を良好に保つ調停者役割4～7）

が，祖母にも存在することを示唆している。

　また，養育態度は世代間において，因果のように主

従の方向のみならず，祖父母世代と，親世代，孫世代

と相互に影響し合う可能性を秘め，祖父母がstress－

buffersとなり家族機i能を調整する働きも明らかにさ

れている8）。さらに，祖父母には，文化や歴史伝達を

通して孫の社会化を促進する役割があり9～13），親世代

と孫に対して，それぞれに見合った調整や意図が働い

ていると考えられる。そのため，Vermulst2）のモデル

は，養育機能のもつ社会化の一部を示したにすぎず，

ネガティブ・ポジティブな養育態度が，子どものどの

ような対人特性に影響するのかの内実は明らかでな

い。
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　そこで本研究では，青年期の女子の孫を対象に，（1）

祖父母と親（母）の養育態度が孫のどのような「対人

特性」に影響するのか，（2）（1）の結果に，「両親の

夫婦仲」，「嫁一姑舅（母親一祖父母）関係」が影響す

るのかを検討した。すなわち，母方祖父母と母親の養

育態度の相関が高い場合は，養育態度の世代間伝達と

いうタテの因果的関連が予想される。対照的に，祖父

母がmediatorとして父方母方の別なく，親世代と孫

世代に対するタテ・ヨコの調整役割を発揮するならば

両親の夫婦仲が不良であっても祖父母・母親の養育態

度に負の変化はみられないと予想する。

1．方 法

1．対象者

　青年期は親からの心理的離乳の時期であり14），対人

社会化において重要な節目の時期であることや，就

職・結婚など経済的自立への準備期にあり主体的な生

き方の転換へ向けた社会化側面をもつ年齢にあること

から，大学生および看護専門学校生を対象とした。

2．調査方法

　親との心理的葛藤や家族との関係の修正の時期とさ

れる中学生15）の頃を回顧し，主たる養育者（親）およ

び最も接触の多かった祖父母一人の養育態度（改変

Parental　Bonding　Instrument）16），現在の対象者の対

人特性17），両親および母親と父方祖父母（舅姑）の関

係の良否「仲が良い，悪い，どちらともいえない」に

ついて，2011年8月に自記式質問紙調査を近畿地方の

大学と看護専門学校の学生を対象に実施した。調査協

力者の講義後，調査趣旨，匿名性，任意性を説明し，

同意の得られた学生にのみ調査用紙を配布し，大学に

おいては当日回収し，看護専門学校では配布1週間後

に回収を行った。

3．分析方法

　欠損データがあった16名と，男女比と主たる養育

者（父母）比の不均衡から男子21名，母親以外の養育

者を選択した32名を除く女子179名を分析対象とした。

統計解析にはPASW　Statistics18を用いた。

皿．結 果

1，各変数と属性の記述統計量

　対象二女子（以下，孫）179名のうち，18～20歳が70名，

21～29歳が73名，30歳以上が36名であった。

　最も接触の多かった祖父母として選択されたのは，

父方（祖父21名，祖母68名），母方（祖父26名，祖母64

名）であった。また，同居祖父母は，父方33名，母方

21名であり，全体の3割であった。

表1　親の養育態度の因子構造
（主因子法：バリマックス回転）

表2　祖父母の養育態度の因子構造
　（主因子法：バリマックス回転）

1　l1 1　　皿

　　第1因子：暖かさ　（M＝18．76，SD＝6．10）

P3私といろいろなことを話すのを楽しんでいた

P1よく私に微笑みかけてくれた

P16私に優しかった

P6暖かい声で話しかけてくれた

P13あまり私としゃべらなかった

P2私に対して冷たかった

P12ほめてくれなかった

P9私が精神的に不安定なときはなだめてくれた

P8私の悩みに理解を示してくれた

　　第2因子：過干渉（M＝4．42，SZ）＝2，50）

P15私に対して過保護だった

P4私を子ども扱いしがちだつた

P5私のプライバシーを侵害していた

P11私の全てをコントロールしょうとした
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　　第1因子：暖かさ　（M←20．37，SZ）＝5．22）

G1よく私に微笑みかけてくれた

G3私といろいろなことを話すのを楽しんでいた

G16私に優しかった

G2私に対して冷たかった

G6暖かい声で話しかけてくれた

G13あまり私としゃべらなかった

G9私が精神的に不安定なときはなだめてくれた

G8私の悩みに理解を示してくれた

G12ほめてくれなかった

　　第2因子：過干渉（M＝3．33，SD＝2。19）

G4私を子ども扱いしがちだつた

G15私に対して過保護だった

Gll私の全てをコントロールしょうとした

G5私のプライバシーを侵害していた
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二1團

　因子寄与

　寄与率（％）

信頼性係数（α）

521　1．34

40．07　10．28

　92　．61

　因子寄与

　寄与率（％）

信頼性係数（α）

4．43　1，12

34．08　8．59

．88　．54
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表3　対人特性の因子分析（主因子法：プロマックス回転後の因子パターン）

1 1
1

皿 v
　　　　　　　　　第1因子：引っ込み思案

C26引っ込み思案である

C29自分で話すより人の話を聞く方である

C12口べたである

C9無口な方である

C28人と交渉するのが苦手である

C16人に見られるとうまくいかない

C14気がきかない方である

　　　　　　　　　第2因子：

C4よくすねる

C13よく腹を立てる

C24わがままな方である

C11けちな方である

　　　　　　　　　第3因子：世話好き

C22世話好きである

C5人から相談されることが多い

　　　　　　　　　第4因子：

C19知らない人でも気軽に話せる

Cl初めての人でもすぐうちとける

C15愛想がよい

　　　　　　　　　第5因子：

C20何をするにしても自分ひとりで決める

C10何かを決めるとき誰かに相談することが多い

C23ひとりでいても寂しくない

（M－11．58，　SD　一＝3．94）
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　家族関係に関しては，両親の不仲を挙げたものは19

名（10％），どちらともいえない55名（30％）であり，

母親と姑の不仲は29名（16％），どちらともいえない

91名（51％），母親と舅の不仲は15名（8％），どちら

ともいえない112名（62％）であった。また，母親と

姑の価値観が全く違うと回答したものが58名（32％），

嫁一舅では46名（26％）であり，いずれも不仲である

ことよりも割合が多かった。

2．尺度の信頼性および因子構造（表1，2，3）

　改変PBI（親，祖父母）各16項目について主因子法

による因子分析を行った。共通性の低い3項目を削除

し，プロマックス回転を行い，固有値の減衰状況から

2因子解を採用した。

　2つの因子間相関は（親：一．16，祖父母：一．14）

であり，直交が予想されたため，バリマックス回転を

再度行った。その結果，2因子に高い負荷を示した「私

が望んでいることに理解を示してくれなかった」を除

く13項目を採用した。各因子名は，〈暖かさ〉（親α

＝．92，祖父母α＝．88），〈過干渉〉（親α＝．61，祖

父母α＝．54）とし，累積寄与率は（親50．3％，祖父

母42．6％）であった。

　対人特性尺度は，因子間相関が高く，プロマックス

回転により，固有値の減衰状況から5因子解を採用し

た。29項目のうち，共通性の低い10項目と，2因子

に高い負荷を示した1項目を除く13項目を採用した。

因子名は，先行研究17）に対応し《引っ込み思案》（α

；．79），《わがまま》（α＝．69），《世話好き》（α

＝．48），《社交的》（α＝．78），《共同志向》（α＝．65）

とした。
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表4　祖父母（GP）の属性別にみた母親と祖父母の養育態度の平均・標準偏差の比較

祖父　（nニ47）祖母　（n＝132）　　i父方　（n＝89）　母方　（n＝90）

　　　　　　　　　　　　　t　一’　”　　tM　（SD）　M　（SD）　一　i　M　（SD）　M　（SD）

i同居　（n＝54）別居　（nニ125）

M　（SD）　M　（SD）
t

親の暖かさ　　　18．89　（6．60）

親の過干渉　　　4．55　（2．68）

GPの暖かさ　　20．40　（6．29）

GPの過干渉　　3．23　（2．32）

18．72

4．37

20．36

3．36

（594）　．17　118．53　（5．77）

（2．45）　．43　1　4．75　（2．72）

（4．82）　．04　i19．74　（526）

（2ユ5）　　一．35　　　331　　（2ユ9）

i9－99　C943）　d＝E？lie・efi7

　　　（2．24）　　　　　　1．781　4．484．09

21．00　（5．14）　一1．62　［1　20．50

3．34　（220）　．09　1i　3．67

（5．97）　18．72　（6．18）

（2．49）　4．39　（2．52）

（5．05）　20．32　（5．32）

（2．39）　3．18　（2．09）

一．15

一．22

一．21

－1．36

3．祖父母の属性別にみた母親・祖父母の養育態度の相違

　孫が選択した祖父母の属性別（父方母方，性別，同・

別居）に，母親の養育態度の相違について，t検定を行っ

た。その結果，祖父母の属性（父方母方，性別，同・

別居）による母親・祖父母の養育態度の平均に有意差

はなかった（表4）。

母方祖父の養育態度

．■’

@　　　　　暖かさ　　　　　　　　過干渉　　　　　㌔

母親の養育態度　　　　　　一．418★

〈二1二ζ翰鷺罷：総出◎〉

三下の対人特性

　　　　世話好き［社交的］［亟ヨ

　　　　共同志向　　　　　　　　　引っ込み思案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’P〈．05

図1　母方祖父を選択した女孫の対人特性と養育態度の

　　相関

4．孫の対人特性と母親・祖父母の養育態度の関連

　最も接触の多かった祖父母の属性を父方祖父（n＝

21），父方祖母（n＝68），母方祖父（n＝＝26），母方

祖母（n＝64）の4類型に分け，母親と祖父母の養育

態度と孫の対人特性との関連をみるために相関分析

を行った。その結果，父方祖父と孫の対人特性との有

意な関連は示されず，母方祖父の〈暖かさ〉と母親の

く過干渉〉に中程度の負の相関（r＝一　．418，p＜．05）

がみられた（図1）。祖父と接触の多かった群では，

父方・母方いずれも孫の対人特性と母親・祖父母の養

育態度に有意な関連はなかった。

　反面，父方祖母と接触の多かった群では，祖母と

母親のく暖かさ〉と孫の《社交性》（GPr＝．250，　p

＜．05，親r＝　．264，p＜．05）　に弱い関連がみられ，

母親と父方祖母の〈暖かさ〉（r＝．293，p〈．05）に

有意な関連がみられた（図2）。

　一方，母方祖母と接触の多かった孫では，母方祖母

と母親のく暖かさ〉（r＝．298，P〈．05）およびく過

干渉〉（r＝．465，p＜．01）に有意な関連がみられた

が，母方祖母と孫の対人特性には有意な関連がみられ

なかった（図3）。

父方祖母の養育態度

　：　　　　　　暖かさ　　　　　　　過干渉　　　　　　、

母親の養育態度．293・
！・一一・一’一一”［・：’：：Jl””X”口”…’…’陶”t一’軸嫡層噂・・…＼．

（　　　　　　暖かさ　　＼　　　　　過干渉　　　　　　’）；

　N．．．　V　　N　V　一“一”
女遊の対人特性．264★　　・250★

　　　　　世話好き社交的［亟］

　　　　共同志向　　　　　　　　　　引っ込み思案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tp〈．05

図2　父方祖母を選択した女孫の対人特性と養育態度の

　　相関

母方祖母の養育態度

’　　　　　　暖かさ

母親ﾜ鵜催…
㌦　　　　　　暖かさ

女孫の対人特性

　　　　過干渉　　　　　　　」

一一一一一一一・．．．．

P．46．5．1’．．．．．．．．

　　　　過干渉　　　　　　　ノ

踊好き［社交的］［亟］

共同志向 引っ込み思案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’p〈．05　”p〈，Ol

図3　母方祖母を選択した女孫の対人特性と養育態度の

　　相関
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表5　両親の関係性と母親／祖父母（GP）の養育態度についての分散分析

祖父　（n＝47） 祖母　（n＝132）

M （SD） M （SD） 主効果 F（2，173）　交互作用　F（2，173）

母親の暖かさ

　両親の仲が良かった

　両親の仲が悪かった

　どちらともいえない

母親の過干渉

　両親の仲が良かった

　両親の仲が悪かった

　どちらともいえない

21．15　　　　（1ユ3）

11．67　（2．35）

17．87　（1．49）

4．12　（2．44）

5．50　（2．95）

4．93　（2．99）

20ユ0

1846

16．07

4．39

4．77

4．20

（O．65）

（1．60）

（O，91）

（2．62）

（2．49）

（2．11）

①祖父母の性別

②両親の関係性

①祖父母の性別

②両親の関係性

n．s

9．61＊＊

S
〔
b
n
n

ox＠

￠×＠

3．65’

n．s

GPの暖かさ

　両親の仲が良かった

　両親の仲が悪かった

　どちらともいえない

GPの過干渉

　両親の仲が良かった

　両親の仲が悪かった

　どちらともいえない

21．85　（1．00）

18．50　（2．08）

18．67　（1．31）

2，69　（1．89）

3．67　（2．07）

4．00　（2．93）

21．49

17．77

18．98

3．35

3．15

3．45

（O．57）

（1．41）

（O．80）

（2．24）

（2．41）

（1．92）

①祖父母の性別

②両親の関係性

①祖父母の性別

②両親の関係性

n．s

6，16’

n．s

n．s

ox＠

ox＠

n．s

n．s

串メ）＜．05　　零牢ヵ＜．01

5．両親の夫婦関係と母親・祖父母の養育態度（表5，6，

　図4，5，6）

　祖父母のmediator役割として仮説にあげた，祖父

母と親（子）世代の夫婦仲の関連を検討するために，

母親の養育態度〈暖かさ，過干渉〉を従属変数として，

両親の関係性（仲が良い，悪い，どちらともいえない）

と，祖父母の性別，父母方による2要因の分散分析を

行った。

　その結果父方・母方祖父母の別による交互作用効

果はみられなかった。その一方で，母親のく暖かさ〉平

均において，祖父母の性別と両親の関係性の交互作用が

有意であった（F（2，173）＝3．65，p＜05）。さらに，単

純主効果検定を行った結果両親の関係が悪い群におい

て，祖母とのかかわりが多いと回答した孫ほど，母親の

く暖かさ〉平均が高かった（F（1，173）＝5．73，p＜．05）。

　次に，祖父母の養育態度〈暖かさ，過干渉〉を従属

変数として，両親の関係性と祖父母の性別による2要

因の分散分析を行った結果，祖父母のく暖かさ〉平均

において，交互作用効果は有意でなく，両親の関係性

の主効果が有意であった（F（2，173）＝6．16，p＜．05）。

さらに多重比較の結果，「両親の仲が良かった」と「悪

かった」（t（3）＝3．58，p＜．05）および，「両親の仲

が良かった」と「どちらともいえない」（t（3）＝2．69，

p＜．05）に有意差がみられた。

　他方，祖父母・母親のく過干渉〉平均は，両親の関

係性と祖父母の属性による有意差はみられなかった。
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表6　母親の嫁姑・舅関係性と母親の養育態度についての分散分析

祖父　（nニ47） 祖母　（n＝132）

M （SD） M （SD） 主効果 F（2，173）　交互作用　F（2，173）

母親の暖かさ

　嫁姑の仲が良かった

　嫁姑の仲が悪かった

　どちらともいえない

母親の過干渉

　嫁姑の仲が良かった

　嫁姑の仲が悪かった

　どちらともいえない

19．31　（5．47）

19．75　（2．63）

18．52　（7．66）

4．00　（2．63）

5．75　（2．75）

4．70　（2．71）

！9．40

18ユ2

18．51

4．36

4．80

4．22

（5．89）

（6．35）

（5．86）

（2．25）

（2．97）

（2．37）

①祖父母の性別

②嫁姑の関係性

①祖父母の性別

②嫁姑の関係性

q
u
q
U
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n

S
　
S
n
n

ox＠

ox＠

n．s
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母親の暖かさ

　嫁舅の仲が良かった

　嫁舅の仲が悪かった

　どちらともいえない

母親の過干渉

　嫁舅の仲が良かった

　崇美の仲が悪かった

　どちらともいえない

17．50　（7．81）

1533　（5．85）

20，64　（5．54）

4．19　（2．61）

6，00　（322）

4．44　（2．58）

19．03

19．78

18．48

4．58

3．78

4．34

（520）

（4．66）

（6．36）

（2，37）

（2．68）

（2．48）
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②嫁舅の関係性
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②連峰の関係性

q
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ox＠
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6．嫁（母親）姑・舅関係と母親の養育態度（図6）

　祖父母のmediator役割について，両親の関係性と

の結果の相違を検討するために，母親・祖父母の養育

態度く暖かさ，過干渉〉を従属変数として，嫁・姑舅

の関係性（仲が良い，悪い，どちらともいえない）と，

祖父母の性別による2要因の分散分析を行った。

　その結果，母親の養育態度の平均は，父方・母方祖

父母の別においても，祖父母の性別でも，嫁姑舅関係

の主効果・交互作用とも有意ではなく，丁丁における

有意差はみられなかった。

　以上，祖父母と母親の養育態度の相関が高い場合

は，養育態度の世代間伝達が強く影響すると仮説設定

し，父方母方祖父母の属性別に，両親の夫婦仲や母親

との嫁姑舅関係による相違がみられるかについて検討
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図6　母親と姑（父方祖母）の関係性と祖父母の養育態度

した。

　その結果，祖父母と母親の養育態度は，〈暖かさ〉

においては父方・母方祖母と母親間に有意な相関がみ

られ，母方祖母一母親においては，〈過干渉〉に中程

度の相関がみられた。

IV’．考 察

　こうした，母方祖母一母の養育態度の密接な関連は，

ネガティブな養育態度の母娘間世代伝達2）を追認する

ものであるが，一方で，父方祖母（姑）一母親のく暖か

さ〉と孫の《社交性》に関連がみられたことは，嫁姑

関係を社会的参照とする孫の対人社会性への影響が考

えられる。

　また，両親の仲が悪い場合の祖父母のく暖かさ〉平

均に祖父母の性差はみられなかったが，母親の〈暖か

さ〉平均は，祖母との接触が多かった孫の方が，両親

の関係が悪い場合も，両親の仲が良い群と同程度に母

親の〈暖かさ〉を評価していた。換言すれば，両親の

仲をとりもつmediator役割は，主に祖母を通じて母

親の養育態度に媒介的に働くmediator役割について

一定の仮説を得た。すなわち，祖父母は，親世代の親

として養育機能をタテに伝承するのみならず，両親の

夫婦仲に媒介的に働きかけ，母親の養育態度を中和す

るような養育にかかわる世代間調整役として，親の態

度に影響しているのではないかと考えられる。さらに

それは，父方祖母一母親の〈暖かさ〉と孫の《社交
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性》の関連という結果において，母一三の系譜にとど

まらず，祖母の行動を孫が学習し，さまざまな人との

コミュニケーションも臆さず《社交的》態度を培って

いるとも考えられ，祖母の無意図的な世代間調整とい

える。

　このことはまた，母親と姑の不仲16％，母親と舅の

不仲9％に比べ，母親と姑の価値観の違いが33％（二

一舅では26％）という結果からも推察され，価値観の

相違を超えて両者が歩み寄る様を孫が学習しているの

かもしれない。

　義理の関係性（二一姑・舅，婿一義理親）の子ども

への影響は，血縁を超えた知見が少ないが，母と姑の

関係は，孫と父方祖母（姑）との近接性を予測するこ

とを示唆する研究もある18）。

　さらに，孫の対人特性と，両親の夫婦仲に有意な関

連がみられなかったことは，特に母方祖母が両親の夫

婦仲を中和するmediator機能を果たしており，その

ことが，ネガティブな対人特性への傾きを和らげたと

も推測される。

　祖母のかかわりは，孫のネガティブな情緒的反応や

社会的能力の関連を減じ，母親の厳しい養育と孫の問

題行動の発生を防ぐとされる19）。また，特に思春期に

おいて，祖父の介入は，父性同様に女子の孫に疎んじ

られる傾向にある20）ことからも，祖母の両親間の介入

が孫の思春期の対人特性にポジティブに関与している

と考えられる。

　また，孫の対人特性と養育態度および両親や嫁姑仲

の関連や寸間比較において，祖父母との同居・別居形

態による有意差が全くみられなかったことから，核家

族であっても，祖父母のmediator役割が機能してい

ることが推察された。

　先行研究においては，母親の養育態度が受容的な場

合，女児はわがままだが世話好きとされる17）。本研究

では，父方祖母と母親のく暖かさ〉が《社交性》に関

連していたものの，ネガティブな対人特性には関連し

ておらず，先行研究とは異なる結果であった。背景に

は，本研究は回顧的データによる養育態度を指標とし

ており，一方で対人特性は現時点の自己評価をもとに

しているため，先行研究と一概に比較できないが，母

親と祖父母の交流頻度の地域差や物理的距離などを含

め，今後の検討課題としたい。

　以上本稿では，女子の孫と母親に絞り，祖父母の

mediator役割を検討したが，単に母親の養育態度と

小児保健研究

回答者の対人特性の関連は直線的なものではなく，特

に母親の養育態度と母方・父方祖母の養育態度が，両

親の夫婦関係を介して女子の孫の対人特性に輻軽的に

関連していることがわかった。

V．今後の課題

　本研究は横断的調査に基づくものであり，女子の孫

の認知する祖父母・母親の態度を変数としたため，祖

父母のmediator役割の因果関係には触れていない。

　今後は，祖父母・親世代・孫世代の3世代をペアと

するデータによる客観性を確保しながら，男子の孫や，

地域差や祖父母の出生コホートにまで対象を広げ，孫

の対人特性に寄与する祖父母のmediator役割につい

てさらに検証していく。
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（Summary）

　　This　study　investigates　the　mediating　function　of

grandparents　between　adolescent　granddaughters　and

their　parents　based　on　the　questionnaire　research　to　un－

dergraduate　university　and　vocational　school　female　stu－

dents．　The　results　show　that　“warmth”　in　the　parenting

attitude　of　paternal　grandmother　tends　to　promote　the

sociability　of　granddaughters．　Even　granddaughters　fac－

ing　their　parents’　marital　conflicts　perceive　“warmth”

of　mothers　at　an　equal　level　as　those　without　such　prob－

lems　do，　only　when　granddaughters　have　a　frequent

contact　with　grandmothers．　Meanwhile，　no　significant

relationship　is　observed　between　grandfather　and　grand－

children．　These　findings　imply　that　the　role　of　mediator

of　grandmothers　in　interaction　between　family　genera－

tions　is　of　importance　in　the　women’s　kinship．

（Key　words）

mediation，　grandparents，　granddaughters，　sociability，

parenting　attitude
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